
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあっ
ては．腿たるＩＦ筋

所の所在地）

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

憂稀の氏希）

事業者の主たる
業種

計画＋間 正２０三Ｆ４

年度 設備、対象、工程等

２０ 市役所本庁舎

市役所（34施設）

市役所（34施設）

１２０３４８ －０．９％ －６．５％ ｌ１Ｔｍ羽ＦＨＪ}し

％ 

232.1－２１％ ３０．９％ 

向洞F出し

232.1 ZpF出但

１２２６６．９ －１．０ －５．８ 

目標年度（計画） 増減率（計画） 増減率（実績）用途区分 原単位の指標 扉７函金玉歴（事鱈

収目IBRや（￣峻化殴講換卸）

、司弓Ⅷ-ｍ四一
…－，F｢■‐ 
…－，，回－
，，，１■■■、■■n回■■■■

収111肚僻（二酸化Bk滑換邸）

ｈａ（吸収職）￣（mMM【lilHi）

、（削減殿）￣（利jllH）

ｋwｈ（削減魅）■■■■■（,【l7fht

GJ（削減職）■■■■■（鉢供粋nt）

（瞬人此） ｋＵｖｈ（削減阯）

深林の保全及び整備

目標年度（計画） 埴減率（ 増減率（実績）

１２２６６．９ －１０％ ５．８％ 

注ｌ汝判する□には、レ印を`紀人してください。特定１１F〕Iuf以外のｌＦＸ折の〃はし印の`組入は不興です。

２「鵬準ｲIi度」とはAIIIilUⅡ111のIiilfr度を．「１１標ｲIと皮」とはjlDIilIⅢ１１１の岐終ｲMliを、「級〈ｌｉｲIi度」とは,ilIlIIiM1111のうち、今1171殿〈'｢のjllMRとなるｲｌｉ皮をいいます。

３「1F業所淳排１１１区分」とは」j(HM府I」Llの,|『災所坤の１り災活動のためのエネルギーの使川にイトい発生する1M宝効果ガスを、「輸送lltIlljlｿ'１１１１区分」とは｢l動，II遮送111:災禍･については便jIjの本拠のＭＩＴをﾙ〔稲ﾉlWLlとする'|tii1i
の排出する温寮効果ガスを、鉄近１１Ｆ災打については僻ｲiする貨物!'[Iilljxは旅群!'〔IilIjの排ⅡＩする温室効果ガスを、「その他排111区分」とは１.ｌｉｄ以外のﾙ〔郁府内における！I目莱所瀞の11;災活動に伴い光'|Hする搬京効果ガス
をいいます。

４「原iii位、!`iたりの搬京効果ガス排川1,t沖」の「川途lﾒ:分」には、○○|:場、’１１R務所などの川途を`iu人してください。「､i〔iii位の折標」には．分「のに綾化灰錨換抑」の卜゛に分I:上となる折標（'|{旅政IIL延べ床ＩｌＩｉ
Ｈｆ、走行甑離鞭）を紀人してください。

５「その他の地球1M暖化対策によるＩＨＩ，薇効果ガスのrijl減IItJMMのうち「森林の保全及び終鮒」の「11襟ｲIも皮（uilIlIli）」欄にはAlpIIiⅡⅢlll1liのⅡ襟の巣ｉｌを．「蝋〈'ｹｲ１１典（ﾘﾋﾟ敬）」欄には災馴の紫Oilを!｝n人してください。

６「特記4F項」には、、P成２ｲIも皮（１９９０《Iも皮）を鵬jV(とした排lllIItの対比や、折エネ製IHI１１M発など他折の温窺効来ガス排{lⅡ１１１波への曲lIiR、グリーン調逆の採川、特疋フロンなどの条例楯疋外の搬竃効果ガスの削減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都府京田辺市田辺８０番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

京都府京田辺市市長石井明三

事業者の主たる
業種 地方公共団体

該当する事業者
要件 M７ｒ 

ｒＹ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算してＬ500キロリットル以上））

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

r京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3.000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

エネルギー使用の効率化の徹底を図るとともに、廃棄物排出量の削減を促進し温室効果ガスの削減を目指す。

推進体制
地球温暖化対策実行計画に基づくエコオフィス推進本部及び推進員の設置。

環境マネジメントシステム名称 ＫＥＳ環境マネジメントシステム

適用範囲 市施設

取得年月日 平成21年２月1日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

2０ 

2１ 

2２ 

設備、対象、工程等

市役所本庁舎

市役所（34施設）

市役所（34施設）

措置内容

ＫＥＳ環境マネジメントシステム・ステップ１認証取得

ＫＥＳ環境マネジメントシステム・ステップ１認証取得

ＫＥＳ環境マネジメントシステム・ステップ２認証取得

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実纐）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計厘I）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

12.148.8ｔ 12,034.8ｔ －０．９％ lＬ358.1ｔ -6.5％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

237.1ｔ 232.1ｔ -2.1％ 310.3ｔ 30.9％ 

＊1 12.385.9ｔ *２12,266.9ｔ -1.0％ ＊４ １１，６６８．４ｔ -5.8％ 

焼却施設の一時休止に伴い、一般ごみに含まれる廃プラスチックの焼却に伴う排出壁が減少したため、全体として大幅な減少となった。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

％ ％ 

％ ％ 

％ ％ 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの

削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（胃 ･画）

収鯏量等 (二酸化炭素換算）

(鍵繍面iii） hａ (吸収趾） ｔ 

(利用趣） ｍ８ (削減Ｈ１） ｔ 

(売慰風） kwｈ (削減戯） ｔ 

(鶴供給量） GＪ (削減趾） ｔ 

(購入Hf） kwｈ (削減Hf） ｔ 

(職入職） ｔ (削減H1） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）

収飢砒等 (二酸化炭素換算）

(纏備面碕） hａ (吸収戯） ｔ 

(利用魁） ｍ、 (削減Ｈ） ｔ 

(充電H1【） kwｈ (削減､[） ｔ 

(魚供給戯） GＪ (削減戯） ｔ 

(職人量） kwｈ (削減量） ｔ 

(MMI入壁） ｔ (削減量） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合;トー削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ １２，３８５．９ｔ 

目標年度（計画）

('2)(p3）１２．２６６．９ｔ 

増減率（計画）

-1.0％ 

報告年度（実績）

(*4）（＄5） １１．６６８．４ｔ 

増減率（実績）

-5.8％ 

地球温暖化対策

に資する社会貢
献活動

特記事項


